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つくば市議会ͩより

議会をもͬͱりたくͳる情報ࢴ
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つくば市議会ͩより͕
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/P�171
令和４年 	2022 年 
 ５݄１発行
発行ɿつくば市議会
ฤूɿ報ௌ委員会

３月定例会

会派表࣭問
一般࣭問
委員会審査
議案等審議ɾ第１ճྟ࣌会
議決結Ռɾ賛否　
特ू

1 ２ʙ４
1 ５ʙ８
1 ９ʙ 10
1 10
1 11
1 12

⾣つくば市議会
　νϟϯネϧ

⾣ ６݄定例会　　　
　 εέジϡーϧ

つくば市議会
νϟϯネϧ

Ͱ৴中
νϟϯネϧొ

͓願いします

一 ൠ ࣭ 

会   ද ࣭ 

議 案 審 議

1 � 名 の 議 員 ͕ ന  の 議  を ల ։
� 名 の 議 員 ͕ ࢪ 政 ํ  を  ͏

議 案 な ど 4 � 件 、 請 願 ̍ 件
決 議 案 ̍ 件 を 審 議

YouTubeで動画を配信しています
つくば市議会チャンネル

⾣つくば市議会
　νϟϯネϧ

νϟϯネϧొ
͓願いします

令和４年
ॳ༧ֹࢉ

1��� ԯ　
�71� ສԁ

令和４年ॳ༧ࢉ案を֤分Պ会Ͱ審ࠪしましたʂ令和４年ॳ༧ࢉ案令和４年ॳ༧ࢉ案を֤分Պ会Ͱ審ࠪしましたʂ令和４年ॳ༧ࢉ案を֤分Պ会Ͱ令和４年ॳ༧ࢉ案令和４年ॳ༧ࢉ案 審ࠪしましたʂ

文ڭࢱ分Պ会૯分Պ会

市民ࡁܦ分Պ会 市ݐઃ分Պ会

˔  令和 4 年ॳ༧ࢉ案のओなۀࣄ  ˔

εϚートγςΟਪਐۀࣄ　̍ԯ 74� ສԁ

つくεマアϓϦイϝージ

新ن

ଓܧ

ϗーϜϖージϦχϡーアϧ事業　
　　　　　　　　　　2194 ສԁ
σータڞ༗シεςϜ活用支援事業
　　　　　　　　　　   253 ສԁ
つくば 4PDJFUZ5�0 社会
࣮τライアϧ支援事業
　　　　　　　　　　   700 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

新ن

新ن

ଓܧ （ۀࣄෳ年˞）ۀࣄઃݐߍֶ
 （Ծশ）߳取地区খֶߍ建設事業
　　　　22 ԯ 7261 ສԁ（２年分）
 （Ծশ）ֶڀݚԂখֶߍɾ中ֶߍ建設事業
　　　　44 ԯ 9247 ສԁ（２年分）
 （Ծশ）ΈͲりのೆখֶߍɾ中ֶߍ建設事業
　　　　22 ԯ 5072 ສԁ（１年分）

৺ো害者మ道ɾόε利用料金
助成事業　　　　　  1747 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

新ن

新ن
新ن

δΦύーク中֩ڌඋۀࣄ
ԯ̍　　　　　（ߍஜ౦中ֶچ） ��77 ສԁ  つくόε � 　ۀࣄߦόεӡܕઢࢧ

　　　　　　　４ԯ ��7� ສԁ（����� ສԁ）

ߍஜ౦中ֶچ

͓くΈ૬ஊ૭ޱ事業　
　　　　　　　　　　　 52 ສԁ
業立地ଅ進補助金ا
　　　　　　　　　　   720 ສԁ
จԽܳज़ڌ基ຊ計画策定
事業　　　　　　　    1318 ສԁ
　　　　　　　　　　　　   ΄͔

新ن

新ن

֦ॆ

Ϙοクε設置ଅ進補助事業
　　　　　　　　　　250 ສԁ
αイクϧίϛϡχςΟ活ੑԽ事業　
　　　　　　　　　　600 ສԁ
εέーτϘーυύークඋ事業
　　　　　　　　　 5398 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

新ن

新ن

新ن

つくόε

（Ծশ）ֶڀݚԂখֶߍɾ中ֶߍ

新ن

第̍ճྟ࣌会ϋΠラΠト

３月定例会ϋΠラΠト

̒月定例会։࠵༧定
議 案 審 議 議 案 ̍ 件 を 審 議
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会派代表質問第171 号　令和４年（2022 年）５月１日

　

会
派
の
構
成
議
員
数
が
３
人
以
上
の
会
派
か
ら
、会
派
を
代
表
し
て
１
人
が
行
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
５
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
「
令
和
４
年
度
市
政
運
営
の
所
信
と

主
要
施
策
」
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
日
に
、
五
十
嵐
市
長
が

　
「
令
和
４
年
度
市
政
運
営
の
所
信
と
主
要
施
策
」
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
は
、
蓄
電
池
を
活
用
し
た
自
家
消

費
型
太
陽
光
発
電
の
推
進
や
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
な

ど
に
つ
い
て
、
大
学
・
研
究
機
関
な

ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
筑
波
研
究

学
園
都
市
が
有
す
る
知
的
財
産
・
人

的
財
産
を
生
か
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
モ
デ
ル
と
な
る
街
区
の
設
定

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進
す
る

上
で
の
起
点
と
な
り
得
る
場
所
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
が
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
加
速

化
に
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
先
進
事
例
な
ど
を
調
査
、
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
質
問
者　

　
　
長な
が
つ
か塚　

俊た
か
ひ
ろ宏　

議
員

つ
く
ば
自
民
党

　
・
新
し
い
風

　
代
表　
黒く
ろ
だ田　
健け
ん
す
け祐

　
　
　
　
久く

ぼ

や
保
谷　
孝た
か
お夫

　
　
　
　
ヘ
イ
ズ　
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
五ご
と
う頭　
泰や
す
ま
さ誠

　
　
　
　
小こ

久く

保ぼ　
貴た
か
し史

　
　
　
　
神か
み
や谷　
大だ
い
ぞ
う蔵

　
　
　
　
長な
が
つ
か塚　
俊た
か
ひ
ろ宏

　
　
　
　
サ
ス
テ
ナ
ス
ク
エ
ア
の
安

定
的
稼
働
を
図
る
た
め
の
生
ご
み
減

量
の
課
題
や
取
り
組
み
と
、
焼
却
灰

市
内
処
分
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
長

に
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
生
ご
み
減
量
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
促
進

や
、
か
わ
ら
版
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
動

画
配
信
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
生
ご
み
処
理
容
器

等
購
入
費
補
助
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
利
用
促
進
に
関
す
る
予
算
の
大

幅
な
増
額
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
生

ご
み
減
量
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
一
人
の
意
識
向
上
と
考
え
て

お
り
、
啓
発
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
生
ご
み
減
量
に
向
け
た
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
焼
却
灰
の
最
終
処
分
に
つ
い
て
、

自
分
の
と
こ
ろ
で
出
た
も
の
は
自
分

の
と
こ
ろ
で
処
分
す
べ
き
と
い
う
こ

と
は
、
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
大

き
な
原
則
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
極

め
て
重
要
な
問
題
で
す
し
、
今
回
の

件
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
最
終
処

分
の
形
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
を
よ
く
調
査
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

 　
　
２
０
５
０
年
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

最
先
端
の
科
学
技
術
を
有
す
る
研
究

学
園
都
市
の
特
性
を
生
か
す
今
後
の

取
り
組
み
と
、
他
自
治
体
に
先
駆
け

て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
特
化

し
た
街
区
を
つ
く
る
な
ど
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
エ

令
和
４
年
度
の
主
要
施
策※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
宣
言
に
つ
い
て

生
ご
み
減
量
と
焼
却

灰
に
つ
い
て

徹底した
行政改革

１ 安心の
子育て

２

市政運営の所信と
主要施策の概要

頼れる
福祉

３ 便利な
インフラ

４

活気ある
地域

５ 誇れる
まち

６

質
問

質
問

答
弁

答
弁

▶紙面と動画を併用した市政情報の発信
▶スマートシティ推進事業
▶ホームページリニューアル事業
▶データ共有システム活用支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

▶医療福祉費支給事業  （マル福）高校生
　外来診療分の対象化
▶学校建設事業
▶不妊治療助成事業
▶小中学校への学校サポーターの配置

など

▶心身障害者鉄道・バス利用料金助成事業
▶居場所づくり支援事業
▶生活困窮者自立支援事業
▶つくば市独自ＰＣＲ検査事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

▶新設教育施設等への防災整備設置事業
▶つくバス運行事業
▶防犯カメラ設置補助事業
▶生ごみ処理容器等購入費補助事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

▶企業立地促進補助金
▶新型コロナウイルス感染症対策経済支援
　事業
▶周辺市街地活性化事業
▶創業支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

▶文化芸術創造拠点基本計画策定事業
▶つくばセンタービルリニューアル事業
▶筑波ふれあいの里改修工事
▶電力自己託送事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

会 

派 

代 

表 

質 

問

公共施設の太陽光発電設備推進 公共交通、自転車などの利用促進



3

会派代表質問 第171 号　令和４年（2022 年）5月 1日

　
　
　
　
市
の
ご
み
焼
却
灰
の
ほ
と

ん
ど
を
埋
め
立
て
て
い
た
市
外
最
終

処
分
場
の
利
用
が
２
０
２
１
年
度

い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
ご
み
減
量
は
一

刻
を
争
う
課
題
で
す
。
ど
の
よ
う
に

ご
み
減
量
へ
の
市
民
意
識
を
高
め
、

具
体
的
に
取
り
組
む
予
定
で
す
か
。

　
　
　
　
ご
み
の
減
量
意
識
を
高
め

る
た
め
、
２
０
２
１
年
度
新
た
に
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
促
進
や
、

か
わ
ら
版
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
動
画
配

信
、
資
源
物
の
分
別
徹
底
を
促
す
ポ

ス
タ
ー
や
看
板
に
よ
る
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
度
は
、
生

ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費
補
助
、
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
促
進
に
関

す
る
予
算
の
大
幅
な
増
額
、
議
会
か

ら
提
言
さ
れ
た
分
別
ア
プ
リ
に
よ
る

情
報
発
信
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
市
の
ご
み
全
体
の
う
ち
約

4
割
を
占
め
る
事
業
系
ご
み
減
量
も

至
急
の
課
題
で
す
。
事
業
系
ご
み
の

分
別
徹
底
に
は
、
排
出
計
画
の
あ
る

大
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
今
の
と
こ

ろ
排
出
計
画
の
な
い
中
小
事
業
者
を

含
む
ご
み
排
出
事
業
者
の
実
態
調

査
が
必
要
で
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ご
み
排
出
事
業
者
の
実
態

調
査
と
し
て
、
現
在
多
量
排
出
者
の

実
態
把
握
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
中

小
事
業
者
に
つ
い
て
も
訪
問
な
ど
で

実
態
把
握
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
系
ご
み
削
減
に
は
分
別
が
必
要

で
あ
り
、
排
出
事
業
者
と
収
集
運
搬

業
者
の
双
方
の
指
導
強
化
と
と
も
に
、

事
業
系
ご
み
の
資
源
化
推
進
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
若
者
自
身
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
支
援
し
た
よ
う
に
、
周
辺

市
街
地
の
住
民
が
中
心
市
街
地
で
店

を
開
け
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支

援
を
す
る
事
業
で
す
か
。

　
　
　
　
若
者
地
域
定
着
加
速
化
事

業
で
は
、
学
生
を
含
む
若
者
の
市
内

定
着
の
た
め
、
創
業
を
伴
走
型
で
支

援
し
て
本
格
創
業
意
欲
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
周
辺
市
街

地
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
周

辺
市
街
地
を
対
象
に
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
既
存
店
舗
と
の
相
乗
効
果
を

図
り
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

と
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年

ま
で
の
２
年
間
の
実
施
予
定
で
す
。

対
象
の
人
や
地
域
の
相
違
は
あ
る
も

の
の
、
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
施
策
と
し
て
共
通
の
目
的
を

持
つ
事
業
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

周
辺
市
街
地
の
空
き
店
舗
が
増
加
し

つ
つ
あ
る
中
、
近
年
の
新
規
出
店
の

流
れ
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
既
存
の
地
元
店

舗
や
地
域
開
催
の
マ
ル
シ
ェ
な
ど
と

の
相
乗
効
果
を
目
指
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど

の
取
り
組
み
で
も
、
外
部
人
材
と
の

連
携
で
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ

て
い
る
背
景
も

含
め
、
こ
の
よ

う
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

質
疑　
　
市
で
デ
ー
タ
連
携
基
盤
構

築
が
進
み
、
２
０
１
９
年
に
で
き
た

つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
倫
理
原
則

は
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は
も
と
よ
り
、

住
民
の
各
種
個
人
デ
ー
タ
を
扱
う
全

事
業
に
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

倫
理
原
則
は
、
今
後
幅
広
い
活
用
が

見
込
め
る
個
人
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
や
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・

透
明
性
担
保
な
ど
に
対
す
る
市
民
な

ど
の
懸
念
を
和
ら
げ
、
地
域
に
先
端

技
術
を
社
会
実
装
す
る
際
の
中
心
は

常
に
市
民
だ
と
示
す
た
め
設
定
し
た

の
で
、
市
の
全
事
業
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
事

業
へ
の
適
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
倫
理
原
則
の
「
市
民
が
仕

組
み
を
理
解
し
た
上
で
の
意
思
決

定
」「
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確

保
」
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ

ク
し
判
断
し
ま
す
か
。

　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
に
よ
る

自
己
評
価
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
先

日
実
施
し
た
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
実
証
実
験
で
は
、
市
作
成

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
事
業

者
が
使
用
し
ま
し
た
。
今
後
、
事
業

者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
参
考

に
項
目
内
容
や
運
用
の
仕
方
な
ど
、

継
続
的
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
事
業
者
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
で
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
倫
理
原
則
に
加
え
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
や
事
業
者
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
を
強
く
求

め
ま
す
。

自
民
党

政
清
ク
ラ
ブ

　
代
表　
飯い
い
お
か岡　
宏ひ
ろ
ゆ
き之

　
　
　
　
鈴す
ず
き木　
富ふ

じ

お
士
雄

　
　
　
　
塚つ
か
も
と本　

洋よ
う
じ二

　
　
　
　
木き
む
ら村　
修し
ゅ
う
じ寿

　
　
　
　
宮み
や
も
と本　

達た
つ
や也

　
質
問
者

　
　
飯い
い
お
か岡　
宏ひ
ろ
ゆ
き之　
議
員

　
質
問
者

　
　
川か
わ
む
ら村　

直な
お
こ子　

議
員

　
代
表　
小こ
も
り
や
森
谷　
さ
や
か

　
　
　
　
皆み
な
が
わ川　
幸ゆ
き
え枝

　
　
　
　
あ
さ
の　
え
く
こ

　
　
　
　
川か
わ
む
ら村　
直な
お
こ子

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
つ
く

ば
ま
ち
な
か
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

に
貸
す
賃
借
料
が
、
６
０
０
坪
で

５
９
１
万
円
と
周
り
の
時
価
に
比
べ

て
安
す
ぎ
ま
せ
ん
か
。
同
じ
市
の
財

産
で
あ
る
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
つ
く
ば
の
３
分

の
１
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
安
価
で

貸
す
場
合
は
地
方
自
治
法
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
経
て
契
約
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
現
在
、
旧
ア
イ
ア
イ
モ
ー

ル
の
一
部
を
年
額
約
５
９
１
万
円
、

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
下
駐
車
場
を
年
額
約
３
５
４
万
円

で
貸
し
付
け
て
お
り
、
契
約
期
間
は

共
に
２
０
３
６
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
貸
付
料
は
、
適
正
な
時
価
な
ど

を
考
慮
す
る
た
め
、
昨
年
３
月
の
つ

く
ば
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
不
動
産
鑑
定

の
結
果
を
踏
ま
え
、
つ
く
ば
市
公
有

財
産
規
則
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
ま

す
。
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ
ザ
イ
ン
株

式
会
社
が
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

第
三
者
に
貸
し
付
け
る
際
は
、
市
が

貸
し
付
け
た
建
物
に
対
し
、
同
社
が

行
う
内
装
や
設
備
の
整
備
費
、
運
営

に
必
要
な
維
持
管
理
費
を
踏
ま
え
た

価
格
と
な
り
、
市
の
貸
付
料
と
差
額

が
発
生
し
ま
す
。
貸
付
期
間
も
、
同

社
が
長
期
的
な
事
業
計
画
を
策
定
す

る
に
は
一
定
程
度
の
貸
付
期
間
が
必

要
で
あ
り
、
市
も
安
定
し
た
歳
入
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
適
切
と
考
え

ま
す
。
な
お
、
貸
付
料
は
適
正
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
「
議
決
が
必
要
な

財
産
を
適
正
な
対
価
な
く
し
て
貸
し

付
け
る
こ
と
」に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

の
賃
借
料
に
つ
い
て

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
シ
テ
ィ
構
想
」
個
人

情
報
は
大
丈
夫
か
？

ご
み
の
減
量

家
庭
も
事
業
者
も

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

　
　
　
　
市
は
令
和
４
年
度
に
周
辺

市
街
地
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

事
業
を
行
う
が
、
こ
の
事
業
は
令
和

３
年
度
に
若
者
地
域
定
着
化
促
進

事
業
と
し
て
行
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

質
問

要
望

答
弁

周
辺
市
街
地
活
性
化
の

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

質
問

まちかどフリーピアノ
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い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
Ւ
で
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前

で
な
く
な
っ
た
り
、
જ
在
的
に
あ
っ

た
ॾ
問
題
が
顕
在
化
し
た
り
と
、
大

き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

Պ
学
技
術

市
つ
く
ば
の
ڧ
Έ
を
生

か
し
て
解
決
で
き
る
課
題
も

多
く

あ
る
と
ࢥ
う
の
で
、
ࢲ
が
先
಄
に
立

ち
、

々
全
力
で
৬

に
あ
た
る
৬

員
と
共
に
、
市
民
の
݈
߁
と
生
活
を

守
り
ൈ
く
覚
ޛ
を
持
っ
て
取
り

ん

で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
ࠓ
ޙ
ỏ
ί
ϩ
φ
ର
Ԡ
ͷ
ݕ

ূ
Λ
ߦ
͍
ỏ
ক
དྷ
త
ʹ
ࢢ
ʹ
͓
͚
Δ

ủ
อ
݈
ॴ
ͷ
ઃ
ஔ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ứỏݚ
ɾڀ

ௐ
ࠪ
Λ
͠
ͯ
͍
͘
ඞ
ཁ
ੑ
͕
͋
Δ
ͷ

Ͱ

ͱ
ߟ
͑
·
͢
͕
ỏ
ࢢ

ͷ
ߟ
͑

ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
保
݈
所
設
置
に
よ
り
、
市

保
݈
セ
ン
タ
ー
が
୲
う

子
ɾ
成
ਓ

保
݈
事
業
に
加
え
、
ݝ
保
݈
所
が
୲

う
よ
り
ઐ

的
な
事
業
を
市
で
一
体

的
に
行
う
こ
と
で
、
૯
合
的
な
保
݈

Ӵ
生
サ
ー
ビ
ス
が
提
ڙ
で
き
、
感
染

症
対
ࡦ
業

な
ど
ۓ
急
࣌
に
ਝ
速
に

対
応
で
き
ま
す
。
ઐ

৬
֬
保
や
財

政
ෛ
୲
が
増
え
る
な
ど
の
課
題
が
非

ৗ
に
大
き
い
た
め
、
現
在
は
市
と
し

て
保
݈
所
設
置
は
考
え
て
い
ま
ͤ
ん

が
、
ط
に
設
置
し
た
他
市
の
状
況
を

֬
ೝ
し
、
ௐ
査

ݚ
ڀ
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
ࠓ
ճ
ͷ
ί
ϩ
φ
Ւ

ỏ
ਙ

େ
ͳ
ඃ

ͷ
ه

ͩ
͚
Ͱ
͋
ỳ
ͯ


ͳ
Β
ͣ
ỏ
ۤ
͠
Έ
ʹ
ର
͠
ỏ
ͦ
ͷ
த

͔
Β
ൈ
͚
ग़
͠
ỏ
ର
Ԡ
͠
ͯ
͍
ỳ
ͨ

ủ
ਓ
ʑ
ͷ
ӳ

ͷ
݁
থ
Ứ
ͷ
ྺ
࢙
ʹ

͠
ͳ
͚
Ε

ͳ
Β
ͳ
͍
ͱ
ߟ
͑
·
͢
Ố

ࢢ
ͷ
ઌ
಄
ʹ
ཱ
ỳ
ͯ
ର
Ԡ
Λ
ଓ
͚
ͯ

͍
Δ
ࢢ

ͷ
৽
ܕ
ί
ϩ
φ
ײ
છ

ʹ

ର
͢
Δ
ݟ
ղ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
市
独
自
施
ࡦ
を
状
況
に
応

じ
て
ਝ
速
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
ୈ
̒

の
ة
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
が
、
ࠓ
ޙ
ୈ
̓

の
可

ੑ
も

あ
る
の
で
Ҿ
き
続
き
万
全
に
備
え
て

࣭

ऀ

　
　
খ͓

ͷ

ହ
͢
ͻ
Ζ

ٞ
һ


ද

খ͓
ͷ

ହ
͢
ͻ
Ζ

　
　
　
　

·
ͳத͔

উ͔ͭ
Έඒ

　
　
　
　
ࢁ
·

ͱຊ

ඒΈ

Θ

ެ
໌
ౘ
ͭ
͘


ί
ϩ
φ
Ւ
ͷ
ݟ
ղ
ͱ

ࠓ
ޙ
ͷ
อ
݈
ॴ
ઃ
ஔ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

࣭



ห

　
　
　
　
ݱ
ࡏ
ỏ

ࢱ
ʹ
ؔ
͢
Δ
૬

ஊ

ỏ
ଟ
छ
ଟ
༷
ͳ

༰
͕
૿
Ճ
Λ

͠
ͯ
͍
·
͢
Ố
ࠓ
ޙ
ͷ
ํ

ੑ
ͱ
͠

ͯ
ỏ

Ҭ
แ
ׅ
έ
Ξ
γ
ε
ς
Ϝ
ͷ
ߟ

͑
ํ
Λ
ỏ
શ
ੈ

ɾ
શ
ର

ܕ
Ͱ
ଊ

͑
ỏ
ҩ
ྍ
ͱ

ࢱ
ͷ
Α
Γ
ڧ
͍
࿈
ܞ
ỏ

Α
Γ
૯
߹
త
ͳ
૬
ஊ
૭
ޱ
ͷ
ߏ
ங
ỏ

ڞ
ॿ
ͷ

Ҭ
ͮ
͘
Γ
ỏ


ޙ
ݟ
੍


ͳ
Ͳ
Λ
ਪ
ਐ
͢
Δ
ඞ
ཁ
ੑ
ỏ
ͦ
͠

ͯ
ỏ
Α
Γ

ۙ
ͳ

Ҭ
ʹ

ࢱ
α
ồ

Ϗ
ε

૬
ஊ
ػ

ͷ
ମ
੍
Λ

උ
͠

ͯ
͍
͘
ඞ
ཁ
ੑ
͕
͋
Δ
ͱ
ߟ
͑
·
͢
Ố

ủ
୭
Ұ
ਓ
औ
Γ

͞
ͳ
͍
Ứ
ࣾ
ձ
Λ

࣮
ݱ
͢
Δ
ͨ
Ί
ͷ
ࢢ

ͷ
ߟ
͑
ỏ
ํ


ੑ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
ҩ
療
と
հ
護
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
支
え
、
そ
の
ਓ
ら
し
い

生
活
を
送
る
地
域
แ
ׅ
έ
ア
シ
ス
テ

ム
の
考
え
方
を
全
世

型
に
広
͛
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ҩ
療
と
հ
護

の
࿈
ܞ
、
生
活
支
援
体
੍
整
備
事
業

や
成
年
ޙ
見
੍
度
を
ਪ
進
し
、
社
会

全
体
で
支
え
ら
れ
る


Έ
づ
く
り

の
ڧ
化
が
必
要
で
す
。
現
在
、
地
域

แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
市
民
の

近

な
窓
口
の

ׂ
を
୲
っ
て
お
り
、
ࠓ

ޙ
は
、
社
会
福
祉
ڠ
議
会
と
の
࿈
ܞ

ڧ
化
と
と
も
に
、
市
民
が
҆
৺
し
て

相
ஊ
で
き
る
環
境
構
ங
の
た
め
、


積
さ
れ
た
事
ྫ
検
౼
σ
ー
タ
に
よ
る

ݚ
修
な
ど
を
実
施
し
、
৬
員
の
相
ஊ


力
向
上
に

め
ま
す
。


ห

࣭


ủ
୭
Ұ
ਓ
औ
Γ

͞
ͳ

͍
Ứ
ࣾ
ձ
ͷ
ߏ
ங
Λ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
ᶃ

ࡂ
設
備
は
、
ࡂ
害
用

Ҫ
ށ
を
֤
中
学
校
区

に
１
カ
所
ఔ

度
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。
非
ৗ

用
ి
源
は
、
公
共
施
設
の
新
設
や
大

ن

改
修
࣌
の
設
置
を
検
౼
し
て
い

き
ま
す
。
ᶄ
ܪ
࡚
ୈ
一
খ
学
校
や
ౡ

໊
খ
学
校
な
ど
が
つ
く
バ
ス
を
通
学

ར
用
し
て
お
り
、
児
ಐ
ɾ
生
ె
の
ӡ

賃
は
、
子
ڙ
ׂ
Ҿ
や
通
学
定
ظ
ׂ
Ҿ

な
ど
、
保
護
者
の
費
用
ෛ
୲
ܰ
ݮ
を

ਤ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
ಐ
ɾ
生

ె
が
通
学
ར
用
し
や
す
い
バ
ス
ఀ
ཹ

所
の
新
設
や
バ
ス
の
コ
ー
ス
変
ߋ
、

ӡ
行
࣌
ࠁ
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
月
か
ら
本
֨
ӡ
行
予
定

の
ܪ
࡚
シ
ャ
ト
ル
で
も
、
現
在
の
実

証
実
ݧ
コ
ー
ス
を
ܪ
࡚
ୈ
ೋ
খ
学
校

経
༝
に
変
ߋ
し
、
登
Լ
校
に
配
ྀ
し

た
ӡ
行
࣌
ࠁ
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、

他
の
シ
ャ
ト
ル
で
も
ӡ
行
࣌
ࠁ
を
見

直
す
な
ど
、
児
ಐ
ɾ
生
ె
も
ར
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、
ࠓ
ޙ
も
、
୭

も
が
ར
用
し
や
す
い
公
共
ަ
通
を
目

指
し
ま
す
。

　
　
　
　
͜
Ε
·
Ͱ
औ
Γ

Μ
Ͱ
͖

ͨ
̧
̔

Ҭ
ৼ
ڵ
ࣄ
ۀ
͔
Β
ỏ
ྩ
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ν
Ỿ
Ϩ
ン
ジ
γ
ョ
ỽ
ϓ
ͷ

։
ઃ

प
ล
ࢢ
֗

׆
ੑ
Խ
ڠ
ٞ
ձ

ͳ
Ͳ
ͷ
ࣗ
ཱ
Խ
ࢧ
ԉ
ʹ
औ
Γ

Έ
ỏ

　
　
　
　
ᶃ
৽
ઃ
ߍ
ʹ
ủ
ࡂ

༻
Ҫ

ށ
ɾ
ඇ
ৗ
༻
ి
ݯ
Ứ
ͷ

උ
ܭ
ը
͕

͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
Ố
ࠓ
ޙ
ỏ
ଞ
ͷ
ެ
ڞ

ࢪ
ઃ
ʹ

ઃ
ஔ
Λ
ਐ
Ί
Δ
ͷ
͔

͍

·
͢
Ố
ᶄ
ͭ
͘
ό
ε
ͷ
খ
த
ֶ
ੜ
ͷ

௨
ֶ
ར
༻
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
ࢢ

ʹ

ඇ

ৗ
ʹ
ڱ
͍
ಓ
Λ
ె
า

ࣗ
స
ं
Ͱ
௨

ֶ
͠
ͯ
͍
Δ
ࣇ
ಐ
͕
͍
·
͢
Ố
ͦ
͏

͠
ͨ
ঢ়
گ
Λ
ݟ
ͯ
Կ
ͱ
͔
ͭ
͘
ό
ε


࿏
ઢ
ό
ε
ͷ
௨
ֶ
ར
༻

Ͱ
͖
ͳ

͍
͔
ͱ
ࢥ
͍
·
͢
Ố
ࢢ
ͱ
͠
ͯ
ࠓ
ޙ

ͭ
͘
ό
ε
ͷ
௨
ֶ
Ͱ
ར
༻
͢
Δ
ࡍ
ͷ

ӡ


௨
ֶ
ʹ

ྀ
͠
ͨ
औ
Γ

Έ

࣭

ऀ

　
　
தͳ

͔
Ή
Βଜ

ॏ͛͠
༤͓

ٞ
һ


ද

ߴ͔ͨ
ͷ

จ;
Έஉ͓

　
　
　
　
தͳ
͔
Ή
Βଜ

ॏ͛͠
༤͓

　
　
　
　
খ͜Ή
Βଜ

·
͞
;
Έจ


ੜ
Ϋ
ϥ
ϒ

ศ
ར
ͳ
イ
ン
ϑ
ϥ

　
　
　
　
ʹ
ͭ
͍
ͯ

Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ

Γ
্
͛
ͯ
͍
͘
ͷ
͔


͍
·
͢
Ố

　
　
　
　

周
ล
市
֗
地
に
お
い
て

は
、
গ
子
高
ྸ
化
な
ど
の
社
会



の
変
化
に
よ
る
地
域
コ
ϛ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
力

Լ
や
地
域
経
済
の
ऑ
体
化

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
地
域
住
民
が
ओ
体

と
な
っ
た
地
域
活
ੑ
化
の
取
り

Έ

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
活
ಈ
の

୲
い
手
不

な
ど
の
課
題
も
顕
在
化

し
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
周
ล

市
֗
地
を
対

に
、
ۭ
き
ళ
ฮ
を
活

用
し
た
ν
ャ
レ
ン
ジ
シ
ἀ
ッ
プ
を
։

設
し
、

業
ر
望
者
の
ݺ
ͼ
込
Έ
と

地
域
の

わ
い

出
を
ਤ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
ಈ
の
୲
い
手
不

解

ফ
に
向
͚
、
ਓ
ࡐ
ൃ
۷
を
目
的
と
し

た
イ
ϕ
ン
ト
を
։
࠵
し
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り

Έ
を
行
い
、
中
৺
部
と

周
ล
市
֗
地
と
で
ώ
ト
や
Ϟ
ノ
が
॥

環
し
、
市
全
体
と
し
て
持
続
可

な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
Կ

ର
ࡦ
Λ
ߨ
͡
ͳ
͚
Ε


प
ล
ࢢ
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ủ
ਰ
ୀ
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Ұ
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Ͳ
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Ố
͜
Ε
͔
Β


Ҿ
͖
ଓ
͖
प
ล
ࢢ
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͠
·
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積
約
１
１
０
ฏ
方
ἇ
、
੮

80
੮

ఔ
度
を
計
画
し
て
お
り
、
広
場
の

フ
Ỽ
ー
ラ
ム

で
大
体
64
੮
と
カ
ウ

ン
タ
ー
੮
な
ど
も
設
͚
る
の
で
গ
し

は
増
え
る
か
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
Ξ
イ
Ξ
イ

Ϟ
ồ
ϧ


ͷ
Α
͏

ͳ
ࢢ
༗

Λ
ͭ
͘


·
ͪ
ͳ
͔
σ
β
イ
ン

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
͕
֨
҆
Ͱ


༗
͠
ỏ
੨
গ

͕


ॴ

ѱ
͍
௨
࿏
Ͱ

ա
͝
͢
ܭ
ը

ݟ


͠
ỏ

͍

ॴ
Λ


උ
͠
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

こ
の
΄
か
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
、

ೕ
༮
児
݈

、
コ
ロ
ナ
の
検
査
体
੍

に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し
た
。

ू
会
所
ݐ
ங
等
補
助
金
ަ
付
要
ߝ
に

基
づ
き
適
ਖ਼
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ᶄ
ౡ
໊
の
ӿ

ू
མ

を
౦

に


る
ಓ
路
で
あ
り
、
ݍ
ԝ
ಓ
の
計
画
区

域

に
ؚ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
機


補
ঈ
と
し
て
ݍ
ԝ
ಓ

ଆ
に
ྡ

し

て
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
機

補

ঈ
ಓ
路
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
ӿ


ू
会
所
の
Ҡ
స
が
必
要
と
な
る
の

で
、
現
在
、
地
域
住
民
と
౦

本
高

速
ಓ
路
ג
式
会
社
関
౦
支
社
つ
く
ば

工
事
事

所
で
、
Ҡ
స
に
向
͚
た
ڠ

議
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ᶅ
ౡ
໊
ୈ
２

票
所
に
つ
い
て
は
、


票
区

の
区
長
な
ど
と
ڠ
議
し
て


ସ
施
設
を
検
౼
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
چ

部
ӡ
ಈ
公
Ԃ
用

地
、
ೝ
知
症
高
ྸ
者
の
支
援
に
つ
い

て
࣭
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
ݝ
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̐
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ʹ
ର
໘
ํ
ࣜ
Ͱ
ࣗ
ݾ
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ྗ
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࠷
େ

ݶ
ʹ
ੜ
͔
͠
ͯ
͖
ͨ
4�

ỏ
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ͷ

உ
ੑ
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ݽ
ཱ
Խ
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͕
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ࠃ
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ʹ
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͘
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Β
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Ố
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৺
ͷ
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ͱ

ݴ
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·
͢
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Ͱ

ࢢ

ຽ
ͷ
ݽ
ཱ
Խ
ɾ
ݽ
ಠ
Խ
Λ

͙
ͨ
Ί
ỏ

Ͳ
ͷ
Α
͏
ͳ
ࢪ
ࡦ
Λ
࣮
ࢪ
͠
ͯ
͍
·

͢
͔
Ố
·
ͨ
ỏ
࠷
ѱ
ͷ

߹
Λ

ఆ

͠
ͯ
ỏ
ࢢ
ຽ
͕
ࣗ
ࡴ
ʹ
ؕ
Β
ͳ
͍
Α

͏
ỏ
ࣗ
ࡴ

ࢭ

ྫ
Λ
ఆ
Ί
Δ

͖

ͩ
ͱ
ࢥ
͍
·
͢
͕
ỏ
ࢢ

ͷ
ݟ
ղ
Λ

　
　
　
　
ԕ
ִ
ख

α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
ಋ

ೖ
ʹ

͚
ͨ
ݕ
౼
ঢ়
گ
Λ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
ࠓ
年
１
月
に
ニ
ー
ズ
ௐ
査

を
行
い
、
回

者
の
約
̒
ׂ
の
方
が

ར
用
を
ر
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
、
ԕ
ִ
手

サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
現

在
、
ࠃ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
タ

ϒ
レ
ッ
ト
端

な
ど
の
ௐ
ୡ
を
進
め

て
い
ま
す
。
実
施

༰
と
し
て
は
、

手

通
༁
ر
望
者
が
、
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
な
ど
の
端

で
、
市


所
に
ฏ

ৗ
ற
す
る
手

通
༁
者

と
ビ
σ
Φ
通

で
相
ஊ
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
ֶ
ੜ
Λ
த
৺
ʹ
Ӻ
લ
ͷ
ϑ

Ϧ
ồ
ε
ϖ
ồ
ε
ͷ
χ
ồ
ズ
ௐ
ࠪ
Λ
ࢲ

͕
ಠ
ࣗ
ʹ
ߦ
͍
·
͠
ͨ
Ố
��
໊
͔
Β

ճ

͕
͋
Γ
ỏ
��
໊
͕
ủ
ϑ
Ϧ
ồ
ε

ϖ
ồ
ε
͕
΄
͠
͍
Ứ
ͱ
ճ

ỏ
ଟ
͘

͕
ủ
࣌
ؒ
੍
ݶ
ͳ
͘
ແ
ྉ
Ͱ

͑
Δ


ॴ
͕
΄
͠
͍
Ứ
ͱ

͑
ͯ
͍
·
͢
Ố

η
ン
λ
ồ
Ϗ
ϧ
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
Ͱ


උ
͢
Δ
ϑ
Ϧ
ồ
ε
ϖ
ồ
ε
ͷ
࠲
੮


Λ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　

ࠓ
回
の
改
修
計
画
で
は
、

公
共
施
設
を
ू
約
し
、
事

室
や
࿓

Լ
な
ど
の
共
有
で
新
た
な
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
予
定
で
す
。
現
在
の
ޗ

࠺
ަ
ྲྀ
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
̗
J
Ｖ
J
の
ަ
ྲྀ
サ
ロ
ン
の
合

計
面
積
は
約
１
５
̓
ฏ
方
ἇ
で
す
が
、

整
備
ޙ
は
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場

の
フ
Ỽ
ー
ラ
ム

と
ノ
バ
ホ
ー
ル
１

階

大
通
路
の
２
カ
所
で
合
計
約
３

０
０
ฏ
方
ἇ
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

計
画
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
ノ
バ

ホ
ー
ル
１
階

大
通
路
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
は
、
自
習
な
ど
の
ར
用
を
ओ

に
想
定
し
て
室

環
境
を
改
ળ
し
ま

す
。
ࠓ
ޙ
詳
細
を
٧
め
ま
す
が
、
面


͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
自
ࡴ

の

ࣈ
な
ど
を
見

て
も
、
そ
の
世

の

ࣈ
が
৳
ͼ
て

い
る
こ
と
は
、
非
ৗ
に
༕
ྀ
す
べ
き

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ݽ
独
と

い
う
問
題
が
、
ݸ
ਓ
の
問
題
で
は
な

く
、
社
会
の
ଆ
で
対
応
し
な
͚
れ
ば

い
͚
な
い
問
題
だ
と
ೝ
知
さ
ͤ
る
た

め
、
自
ࡴ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
社

会
の
中
で
ؼ
ଐ
す
る
、
པ
れ
る
場
所

を
行
政
と
し
て
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

は
、
そ
の
き
っ
か
͚
と
し
て
非
ৗ
に

重
要
な
も
の
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
市
で
は
ủ
自

ࡴ
対
ࡦ
に
関
す
る
ி

࿈
ܞ
マ
ニ
ュ

ア
ル
Ứ
を
࡞
成
し
、
全
ி
的
に
自
ࡴ

予

に
取
り

Έ
、ủ
ή
ー
ト
Ω
ー

パ
ー
養
成
ߨ
࠲
Ứ
を
行
っ
て
、
自
ࡴ

の
ஹ
ީ
が
見
ら
れ
る
ਓ
に
対
し
て
適

切
に
支
援
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
議
員
か
ら
ޚ
提
案
の
あ
っ

た
ủ
自
ࡴ

ࢭ

ྫ
Ứ
の
੍
定
に
つ

い
て
は
、
自
ࡴ
対
ࡦ
を
૯
合
的
に
進

め
て
、
自
ࡴ
に
追
い
込
ま
れ
る
ਓ
を

一
ਓ
で
も
ݮ
ら
し
、
支
援
し
て
い
く

た
め
に
は
こ
の
よ
う
な

ྫ
が
必
要

で
あ
る
と
ೝ
ࣝ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ط
に
੍
定
し
て
い
る
他
自
治
体
の
取

り

Έ
事
ྫ
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
౼
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
市
の
広
報
の
在
り
方

に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し
た
。
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ແ
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ࢢ
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ݍ
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̐
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ઢ
Խ
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ࣄ
ۀ
Ͱ
ͷ
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ॴ
Ҡ
స
ͳ
Ͳ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ԕ
ִ
ख

α
ồ
Ϗ
ε
ຊ

̑
݄
ఏ
ڙ
։
࢝
ʂ

　
　
　
　
ᶃ
区
会
な
ど
が
地
域
の
住

民
活
ಈ
拠
点
と
な
る
地
区
ू
会
所
を

ݐ
ங
す
る
場
合
に
、
そ
の
ݐ
ங
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
市
民
の
自

治
の
ৼ
ڵ
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
つ
く
ば
市
地
区
ू
会
所
ݐ
ங

等
補
助
金
੍
度
が
あ
り
ま
す
。
ӿ


ू
会
所
の
Ҡ
స
な
ど
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
౦

本
高
速
ಓ
路
ג
式
会
社

関
౦
支
社
つ
く
ば
工
事
事

所
と
当

֘
区
会
で
ڠ
議
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
྆
者
の
ڠ
議
が
ま
と
ま
り
、
当

֘
区
会
か
ら
ू
会
所
補
助
金
に
つ
い

て
相
ஊ
が
あ
れ
ば
、
つ
く
ば
市
地
区

に
す
る
他
、
市

̒
カ
所
の
窓
口
セ

ン
タ
ー
へ
も
タ
ϒ
レ
ッ
ト
端

を
設

置
す
る
予
定
で
す
。
ࠓ
ޙ
、
通
৴
環

境
の
整
備
や
ࢼ
ݧ
ӡ
用
を
行
い
、
５

月
中
に
は
サ
ー
ビ
ス
提
ڙ
を
։
始
し

ま
す
。

　
　
　
　
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
࣮
ࢪ
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ͯ
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ར
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イ
ό
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ᶃ
手

通
༁
者
が

う
タ

ϒ
レ
ッ
ト
端

は
、
来
ி
者
な
ど
か

ら
見
え
づ
ら
く
な
る
よ
う
パ
ー
テ
ィ

シ
ἀ
ン
の
設
置
や
、
端

の
の
ぞ
き

込
Έ

ࢭ
に
画
面
に
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
ష
っ
て
工

し
た
い
と
ࢥ
っ
て
い

ま
す
。
ᶄ
手

通
༁
者
に
対
し
て

は
、
端

の

い
方
や
、
手

の
ಈ

き
が
画
面
か
ら
は
Έ
出
な
い
ಈ
࡞
の


方
な
ど
の
ݚ
修
を
行
い
ま
す
。
৬

員
へ
は
、
タ
ϒ
レ
ッ
ト
端

ૢ
࡞
の

方
法
や
聴
覚
に
ো
害
の
あ
る
方
へ
の


し
方
に
つ
い
て
ݚ
修
を
行
い
ま
す
。

ᶅ
ૢ
࡞
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
࡞
成
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
։
す
る
他
、
ݸ

別
の
問
い
合
わ
ͤ
な
ど
に
も
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
つ
く
ば
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
公
設
公
Ӧ
児
ಐ

ク
ラ
ϒ
の
お
や
つ
提
ڙ
方
法
お
よ
ͼ

終
了
࣌
ࠁ
に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し
た
。
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０
０
万
円
、
２
０
２
０
年
度
は
約
̒

億
４
̔
０
０
万
円
、
２
０
２
１
年
度

は
約
̔
億
２
４
０
０
万
円
と
ঃ
々
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
ࠓ
ޙ
も
ݮ
収
額

が
増
え
続
͚
る
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の

Լ
な
ど
、
ѱ
影
響
を
ٴ
΅
す
可


ੑ
も
あ
り
、
重
要
な
問
題
と
ೝ
ࣝ

し
て
い
ま
す
。
ࡢ
年
の
広
報
ࢴ
12
月

߸
で
、
;
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
税

ྲྀ
出
に
関
す
る
ه
事
を
掲
載
し
ま

し
た
。
多
く
の
市
民
が
現
状
を
知
り
、

;
る
さ
と
納
税
の
本
来
の
目
的
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
͚
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
市
政
ӡ
Ӧ
の
所
৴
と

ओ
要
施
ࡦ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
取
り

Έ
に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
加
ྸ
ੑ
難
聴
者
へ
の
補
助

੍
度
に
つ
い
て
は
、
全
ࠃ
市
長
会
に

よ
る
提
言
ޙ
の
ࠃ
の
ಈ
向
を

ࢹ
し

て
お
り
、
市
独
自
で
実
施
す
る
予
定

は
現
在
の
と
こ
Ζ
あ
り
ま
ͤ
ん
。
な

お
、
市
民
か
ら
相
ஊ
が
あ
っ
た
ࡍ

は
、
補
聴
ث
ൢ
ച
ళ
に
よ
っ
て
ߪ
入

費
の
５
Ỗ
15
ˋ
の
ׂ
Ҿ
が
受
͚
ら
れ

るủ
い
ば
ら
き
高
ྸ
者
༏
۰
੍
度ớ
通

শ
い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
υ
ỜỨ
の

ར
用
を
案

し
て
い
ま
す
。
加
ྸ
ੑ

難
聴
に
対
し
て
は
、
全
ࠃ
市
長
会
で

も
ࠃ
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う

が
上
が
っ
て
お
り
、
市
長
会

ᦰ
Ҩ

で
ủ
ࣳ
จ
ࣈ
と
จ
化
財

Ր

܇
࿅
Ứ
を
։
࠵
し
、
来
場
者
の
܇
࿅

参
加
や
จ
化
財

Ր
の
ν
ラ
シ
配
布

な
ど
ܒ
ൃ
に

め
、
指
定
จ
化
財
ݐ



の
Ր
ࡂ
報
知
設
備
設
置
に
対
し

補
助
し
て
い
ま
す
。
ᶆ
ແ
ܗ
จ
化
財

で
あ
る

౷
技
術
や
近

以
߱
の
ྺ

࢙
資
料
の

Ѳ
が
不
े
分
な
こ
と
、

設
備
が
不
े
分
で
ඒ
術
的
価

を
有

す
る
も
の
の
市
民
公
։
が
で
き
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
。
จ
化
財
保
ଘ
活

用
計
画
に
ै
っ
て
、
จ
化
財
見
㕩
り

ୂ
や
市
に
あ
っ
た
施
設
の
在
り
方
を

検
౼
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ࢢ
ͷ
จ
Խ
ɾ
ྺ
࢙
Λ
େ


ʹ
͠
ỏ
ྺ
࢙
ඒ
ज़
ത

ؗ
ͷ
৽
ઃ
Λ

ཁ

͠
·
͢
Ố

こ
の
΄
か
、
委
ୗ
業

の
ީ
補
者

を
選
定
す
る
公
ื
型
プ
ロ
ポ
ー
β
ル

方
式
に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

̎
̌
̌
̔

̐
݄
ͷ


ํ
੫
๏
ͳ
Ͳ
ͷ
վ
ਖ਼
ʹ
Α
ỳ
ͯ
ಉ


̑
݄
͔
Β
ủ
;
Δ
͞
ͱ
ೲ
੫
Ứ
੍


͕
ε
λ
ồ
τ
͠
·
͠
ͨ
Ố
͜
ͷ
੍



ỏ
ਓ
ޱ
ݮ
গ
ʹ
Α
Δ
੫
ऩ
ͷ
ݮ
ऩ


ͷ
ର
Ԡ


ํ
ͱ
େ

ࢢ
ͷ
֨
ࠩ

ੋ
ਖ਼
Λ

త
ͱ
͢
Δ

ͷ
Ͱ
͠
ͨ
͕
ỏ

ࢍ
൱
྆

ͷ
த
ỏ
ࠓ

Λ
ܴ
͑
ͯ
͍

·
͢
Ố
͜
Ε
·
Ͱ
ͷ
औ
Γ

Έ
࣮

ỏ

ݱ
ঢ়
ỏ

ใ
ͭ
͘

Ͱ
ਪ
Ҡ
͕
औ
Γ

্
͛
Β
Ε
ͯ
͍
Δ
ࢢ
੫
ͷ
ݮ
ऩ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
市
で
は
、
２
０
１
̓
年
２

月
に
ฦ
ྱ

੍
度
を
։
始
し
、
つ
く

ば
の
ັ
力
を
知
っ
て
も
ら
う
、
よ
り

つ
く
ば
を

き
に
な
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
つ
く
ば
の
ັ
力
を
̥
̧
す
る
有

効
な
手
ஈ
と
考
え
、
取
り

ん
で
き

ま
し
た
。
現
状
、
ฦ
ྱ


は
、
２

３
０

目
を

え
、
د
付
額
は
２
０

２
０
年
度
で
約
１
億
９
２
０
０
万
円

で
す
。
本
年
度
は
、
ฦ
ྱ

を
掲
載

す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
１
カ
所
か

ら
３
カ
所
に
増
や
し
ま
し
た
。
ࠓ
ޙ

も
Ҿ
き
続
き
、
市
の
ັ
力
ൃ
৴
を
目

的
に
取
り

Έ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

;
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
税
ݮ
収
額

は
、
２
０
１
９
年
度
は
約
５
億
̔
̔

　
　
　
　
Ճ
ྸ
ੑ

ௌ


Խ
ʹ
Α

Δ

ͷ
Ͱ
͋
Γ
ỏ
࣏
ྍ
๏

ͳ
͍
ͱ

ݴ
Θ
Ε
ͯ
͍
·
͢
Ố
์
ஔ
͢
Ε



ৗ
ੜ
׆
ʹ
ࢧ
ো
Λ
͖
ͨ
͠
ỏ
ೝ



ͷ
Ϧ
ε
Ϋ

ߴ
·
Δ
ͨ
Ί
ỏ
ૣ
Ί
ͷ

ิ
ௌ
ث

༻
͕
༗
ޮ
ͩ
ͱ
͍
͏
͜
ͱ

Ͱ
͢
Ố
̎
̌
̎
̌


ͷ
ཁ
հ
ޢ
ਃ


ͷ
ೝ
ఆ
ௐ
ࠪ
ͷ
͏
ͪ
ௌ
ྗ
ݕ
ࠪ
݁

Ռ
Ͱ

ỏ

ỳ
ͱ
ฉ
͜
͑
Δ
ỏ
େ


͕
ฉ
͜
͑
Δ
ỏ
΄
ͱ
Μ
Ͳ
ฉ
͜
͑
ͳ

͍
ํ
͕
શ
ମ
ͷ
4�
ɾ
̔
�
Λ

Ί
ỏ

ೝ


ͷ
Ϧ
ε
Ϋ
͕
͋
Δ
ͱ
͍
͏
͜

ͱ
Ͱ
͢
Ố
ࢢ
ಠ
ࣗ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ͷ

ݟ
ղ
Λ

͍
·
͢
Ố

会
員
と
し
て
は
、
そ
れ
が
本
来
の
あ

る
べ
き
࢟
で
あ
り
、
こ
れ
も
ナ
シ
ἀ

ナ
ル
ϛ
ニ
マ
ム
の
世
ք
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ࠃ
の
ಈ
向
を

ࢹ
し
、
ࠃ

が
ಈ
か
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
現
場

を
守
る
自
治
体
と
し
て
は
、
検
౼
を

し
て
い
く
こ
と
は
当
વ
の
こ
と
だ
と

ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ૣ
ظ
ൃ
ݟ
ૣ
ظ
ର
Ԡ
ͷ
؍


͔
Β
ࠃ
Λ

ͨ
ͣ
ੵ
ۃ
త
ͳ
ࢧ
ԉ

Λ
ٻ
Ί
·
͢
Ố

こ
の
΄
か
、
保
育
行
政
、
高
エ
ω

ݚ
ೆ
ଆ
ະ
ར
用
地

地
ར
用
方

、

児
ಐ
ൃ
ୡ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
広
報
の

在
り
方
に
つ
い
て
࣭
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

ߴ
ྸ
Խ
ͷ
ਐ
ల
ʹ

͍
ỏ

ೝ


ױ
ऀ


૿
Ճ
͠
ͯ
͍
·
͢
Ố

ೝ


ͷ
α
ϙ
ồ
τ
ͱ
͠
ͯ
ỏ
α

ϙ
ồ
λ
ồ
ཆ

ࣄ
ۀ
Λ

͡
Ί
͞
·

͟
·
ͳ
ࢧ
ԉ
͕
͋
Γ
·
͢
͕
ỏ
ᶃ
ೝ



ʹ
ؔ
͢
Δ
ී
ٴ
ܒ
ൃ
ͳ
Ͳ
৽
͠

͘
ڧ
Խ
͠
ͯ
͍
Δ
͜
ͱ
ỏ
ᶄ
ࣗ



Ո

͕
ೝ


ʹ
ͳ
ỳ
ͨ

߹
ͷ
૬

ஊ
૭
ޱ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
ᶃ
ೝ
知
症
へ
の
対
応
方
法

を
学
Ϳ
ೝ
知
症

か
͚

ٖ
܇
࿅
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
に
Ҿ
き
続

き
、
令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
ະ
実
施

で
す
が
、
地
域
全
体
で
ೝ
知
症
の
方

へ
の
対
応
を
学
べ
る
事
業
な
の
で
、

ࠓ
ޙ
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
ᶄ
初
め
て
の
相
ஊ
は
、
地
域
แ

ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
相

ஊ

༰
に
よ
り
、
初
ظ
の
ஈ
階
で
ू

中
的
に
対
応
し
た
方
が
ྑ
い
と

அ

し
た
έ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ҩ
ࢣ
と

ෳ

の
ઐ

৬
で
構
成
す
る
ೝ
知
症

初
ظ
ू
中
支
援
ν
ー
ム
が
๚
問
を
行

い
、
必
要
な
ҩ
療
や
հ
護
の
ಋ
入
ɾ

ௐ
整
を
行
い
ま
す
。
ೝ
知
症
の
症
状

が
མ
ち
着
い
て
い
る
場
合
は
、
要
հ

護
ೝ
定
を
受
͚
、
έ
ア
マ
ω
ジ
ャ
ー

が
本
ਓ
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
ڙ

し
、

ৗ
生
活
の
ܧ
続
を
ਤ
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ೝ
知
症
の
進
行
に

よ
り

அ

力
が

Լ
し
、

ৗ
生

活
が
ࠔ
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
地
域

แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
つ
く
ば

成
年
ޙ
見
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

成
年
ޙ
見
੍
度
の
ར
用
を
検
౼
し
な

が
ら
、
本
ਓ
の
生
活
の
ܧ
続
と
ݖ
ར

༴
護
が
ਤ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
ೝ


ͷ
ਓ
ͱ
Ո


ͷ

Ұ
ମ
త
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
ͷ
ਪ
ਐ

ỏ
ߴ
ྸ

ऀ
ͳ
Ͳ

҆
શ
ɾ
҆
৺
ͷ
ͨ
Ί
ݟ
क

Γ
α
ồ
Ϗ
ε
Λ
ఏ
ڙ
͢
Δ
ফ
අ
ऀ
҆

શ
֬
อ

Ҭ
ڠ
ٞ
ձ
ớ
ݟ
क
Γ
ω
ỽ

τ
ϫ
ồ
Ϋ
Ờ
ͷ
ઃ
ஔ
Λ
ཁ

͠
·
͢
Ố

　
　
　
　
ͨ
͘
͞
Μ
ͷ
ྺ
࢙
త
ࢿ
ྉ

Λ
࣍
ੈ

ʹ

͠
ܧ
ঝ
͢
Δ
ࢢ
ͷ
ߟ

͑

औ
Γ

Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
ᶃ
จ
Խ

ࡒ
ɾ
ྺ
࢙
త
ࢿ
ྉ
ʹ
ؔ
͢
Δ
༧
ࢉ
ͷ


Έ
ํ
ỏ
ᶄ
খ
த
ֶ
ߍ
ʹ
͓
͚
Δ
ࣇ

ಐ
ੜ
ె
ͱ
ڭ
৬
һ
ʹ
ର
͢
Δ
औ
Γ


Έ
ỏ
ᶅ
จ
Խ
ࡒ

Ր
σ
ồ
ʹ
ߦ
͏
イ

ϕ
ン
τ
ͳ
Ͳ
ࢢ
ͷ
औ
Γ

Έ
ỏ
ᶆ
จ

Խ
ࡒ
ɾ
ྺ
࢙
త
ࢿ
ྉ
ͳ
Ͳ
ͷ
อ
શ
อ

ޢ
ɾ
ల
ࣔ
อ

ͷ
՝

Λ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
ᶃ
市
所

の
จ
化
財
や
ల

示
施
設
の
ҡ
持

理
、
։
ൃ
対
応
の

た
め
の
ຒ
ଂ
จ
化
財
ௐ
査
、
ݸ
ਓ
な

ど
が
所
有
す
る
指
定
จ
化
財
支
援
な

ど
の
予
算
を
҆
定
的
に
֬
保
し
、
長

ظ
計
画
で
ൺ
ֱ
的
ن

の
大
き
い
事

業
の
経
費
は
ࠃ
ݿ
補
助
金
な
ど
で
財

源
を
֬
保
し
て
い
ま
す
。
ᶄ
児
ಐ
生

ె
に
は
จ
化
財
ల
示
施
設
で
の
見
学
、

出
前
त
業
、
Ն
ٳ
Έ
จ
化
財
こ
ど
も

相
ஊ
、
ち
ͼ
っ
子
ത
࢜
事
業
、
ڭ
ࡐ

資
料
の
࡞
成
な
ど
を
行
い
、
খ
中
学

校
の
社
会
Պ
ڭ
員
に
は
、
ڷ

の
ྺ

࢙
や
จ
化
財
に
関
す
る
ݚ
修
会
を
Ն

ٳ
Έ
ظ
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
Ւ
で
中
ࢭ
の
事
業
も
あ
り
ま
し
た

が
、
必
要
な
取
り

Έ
と
し
て
ࠓ
ޙ

も
ܧ
続
す
る
予
定
で
す
。
ᶅ
ฏ



ೝ


Ϧ
ε
Ϋ
ܰ
ݮ
ỏ
ิ
ௌ
ث
ߪ
ೖ
ॿ

Λ

จ
Խ
ࡒ
ɾ
ྺ
࢙
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ࢿ
ྉ
ʹ
ؔ
͢
Δ
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Γ

Έ
ʹ

ͭ
͍
ͯ

ߴ
ྸ
ऀ
ͷ
ࢧ
ԉ
֦
ॆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
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ͱ
ೲ
੫
ͷ
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ͭ
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һ
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ㆭ
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ㆉ
㆚
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ٞ
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ㆯ
ㆾ
ㆪ
ㆉத
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ㆤ
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ٞ
һ


ห


ห


ห
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ڷ
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ຊ
ڞ
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͘
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ٞ
ஂ

৽
ࣾ
ձ
ౘ
ͭ
͘


ެ
໌
ౘ
ͭ
͘


࣭


࣭


࣭


࣭


ཁ


ཁ


ˎະࢦ定のものをؚΉจԽ財の֬گݱ認を行͏市民ϘランςΟア組織

ˎ

ཁ




7

第 171 号　令和４年（2022 年）5月 1日一般質問
　
　
　
　
給
食
で
提
供
さ
れ
る
食
材

に
つ
い
て
、
①
食
材
の
決
定
方
法
、

②
こ
こ
数
年
の
食
材
の
産
地
に
つ
い

て
市
内
産
・
市
外
産
・
外
国
産
な
ど

使
用
比
率
、
③
地
産
地
消
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
の
市
の
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

①
栄
養
価
基
準
を
満
た

し
、
色
彩
や
季
節
感
を
考
慮
し
た
献

立
か
ら
必
要
な
食
材
が
決
ま
り
、
金

額
・
品
質
・
地
産
地
消
な
ど
を
勘
案

し
て
購
入
し
ま
す
。
購
入
は
、
衛
生

管
理
や
品
質
確
保
に
つ
い
て
定
め
た

「
学
校
給
食
購
入
に
係
る
協
定
書
」

　
　
　
　
市
独
自
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検

査
数
と
陽
性
者
数
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
独
自
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

小
学
生
以
上
の
市
民
お
よ
び
在
勤
・

在
学
者
で
発
熱
な
ど
の
症
状
が
な
い

方
を
対
象
に
、
昨
年
10
月
20
日
か
ら

市
役
所
敷
地
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
実
施
件
数
は
、
10
月
２
６
９ 

件
、
11
月
９
５
８
件
、
12 

月
１
１

４
９
件
、
１
月
８
４
３
件
、
２
月
１

１
０
５
件
で
、
合
計
４
３
２
４
件
で

す
。
検
査
に
お
い
て
判
明
し
た
陽
性

者
数
は
２
月
28
日
時
点
で
52
人
、
検

査
の
陽
性
率
は
１
・
２
％
で
す
。

塚つ
か
も
と本　

洋よ
う
じ二　

議
員

自
民
党
政
清
ク
ラ
ブ

　
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ

を
締
結
し
た
業
者
か
ら
、
食
材
納
入

の
確
実
性
、
協
定
書
・
仕
様
書
な
ど

の
履
行
実
績
、
生
産
地
な
ど
を
考
慮

し
て
、
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
見

積
り
を
徴
取
す
る
業
者
を
複
数
選
定

し
、
そ
の
中
か
ら
よ
り
良
い
食
材
を

提
供
で
き
る
業
者
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
②
食
材
産
地
の
品
目
数
ベ
ー
ス

比
率
の
実
績
は
、
市
内
産
、
つ
く
ば

市
を
含
む
県
内
産
、
県
外
産
の
順
に
、

平
成
30
年
は
16
・
１
％
、
38
・
７
％
、

61
・
３
％
、
令
和
元
年
は
17
・
２
％
、

39
・
１
％
、
60
・
９
％
、
令
和
２

年
は
21
・
２
％
、
45
・
２
％
、
54
・

８
％
と
、
徐
々
に
市
内
産
食
材
の
使

用
比
率
が
伸
び
て
い
ま
す
。
③
市
で

は
、
給
食
の
地
産
地
消
推
進
の
た
め
、

「
つ
く
ば
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
令
和
３
年
度
当
初
に
、
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
地
産
地
消
率
の

目
標
値
を
設
定
し
て
地
場
産
物
の
積

極
的
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
価

格
・
量
・
規
格
面
で
基
準
を
満
た

す
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
は
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
安
定
供
給
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ご
み
焼
却
場
か
ら
出

た
焼
却
灰
の
今
後
の
最
終
処
分
場
、

こ
れ
ま
で
の
処
理
方
法
、
今
後
の
廃

棄
物
に
関
す
る
市
の
考
え
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
の
方
は
陰
性
な

の
で
、
濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
な

か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
近
い
人
に
陽

性
者
が
出
て
不
安
な
方
向
け
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
絞
っ
て
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

市
独
自
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

無
症
状
の
人
か
ら
一
刻
も
早
く
陽
性

者
を
見
つ
け
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

や
、
陰
性
確
認
に
よ
る
日
常
生
活
や

社
会
経
済
活
動
の
維
持
、
市
民
の
感

染
に
対
す
る
不
安
を
少
し
で
も
解
消

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
実
施
し
て
い

る
の
で
、
引
き
続
き
対
象
者
を
限
定

せ
ず
に
現
状
の
ま
ま
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　

市
独
自
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
、

全
市
民
で
は
な
く
身
近
に
感
染
者
が

出
た
場
合
な
ど
で
制
限
し
、
感
染
の

可
能
性
が
高
い
緊
急
の
方
が
い
ち
早

く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
、
医
療
機
関

を
通
さ
ず
自
宅
隔
離
へ
す
ぐ
移
行
し

て
も
ら
う
よ
う
な
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
で

は
な
く
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の

考
え
方
を
要

望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ

ザ
イ
ン
株
式
会
社
と
市
の
連
携
事
業
、

市
内
小
中
学
生
に
対
す
る
教
育
方
針

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

創
生
ク
ラ
ブ

小こ
む
ら村　
政ま
さ
ふ
み文　

議
員

要
望

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

　
　
　
　
教
育
行
政
の
中
立
性
を
確

保
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
に
は
首

長
か
ら
独
立
し
た
権
限
が
付
与
さ
れ

て
い
ま
す
。
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
は
教
育
長
と

教
育
委
員
の
構
成
に
よ
る
合
議
制
の

執
行
機
関
で
、
レ
イ
マ
ン
で
あ
る
教

育
委
員
と
教
育
長
の
合
議
に
よ
り
、

大
所
高
所
か
ら
基
本
方
針
な
ど
を
決

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
針
を
受
け
、

教
育
長
が
事
務
局
を
統
括
執
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
こ
の
仕
組
み
を
レ
イ

マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
ん
で
い
ま

　
　
　
　
市
で
は
、
各
種
委
託
事
業

に
お
い
て
よ
り
専
門
性
を
持
っ
た
事

業
者
を
選
定
す
る
目
的
で
「
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
事
業
者
選

定
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者

選
定
委
員
会
に
お
け
る
委
員
間
の
や

り
と
り
な
ど
の
会
議
録
お
よ
び
録
音

な
ど
の
文
書
は
保
持
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　
　
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
実
施

時
に
、
会
議
録
作
成
の
必
要
性
の
認

識
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
議

録
は
作
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
つ

く
ば
市
附
属
機
関
の
会
議
及
び
懇
談

会
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
照

ら
し
、
候
補
者
選
定
委
員
会
も
会
議

録
作
成
の
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に

至
り
、
12
月
以
降
開
催
の
委
員
会
は
、

会
議
録
を
作
成
し
、
保
存
し
て
い
ま

す
。
会
議
録
は
政
策
決
定
過
程
が
わ

か
る
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
公
開
は
市
政
運
営
の
透
明
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、
会
議
終
了

後
、
遅
滞
な
く
会
議
録
を
作
成
す
る

よ
う
庁
内
に
周
知
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
候
補
者
選
定
委
員
に
で
き

る
限
り
外
部
委
員
を
選
定
し
、
選
定

理
由
の
明
記
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
市
民
へ
の
委
員
選
定
理
由

の
説
明
責
任
は
あ
る
の
で
、
選
定
理

由
は
付
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
後
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
企
業
秘
密
は
公
開
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
で
行
政
が
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
は
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
記
録
の
保
持
と
併

せ
て
透
明
性
・
公
平
性
の
高
い
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
と
な
る
よ
う
、
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
児
童
館
の
な
い
学
校

で
の
常
設
型
・
見
守
り
型
放
課
後
子

供
教
室
の
実
施
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

す
。
教
育
行
政
が
教
員
な
ど
教
育
の

専
門
家
だ
け
の
判
断
に
偏
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
レ
イ
マ
ン
で
あ
る
委
員

を
通
じ
、
広
く
社
会
の
常
識
や
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
や
や
も
す
る
と
、
審
議
が

形
骸
化
に
向
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
拭
え
ま
せ
ん
。
不
登
校
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
給
食
の
在
り
方
や
教
育

研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
教
育
委

員
会
で
熟
議
い
た
だ
き
た
い
内
容
で

す
。
教
育
長
は
い
か
が
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
何
を
方
針
と
す
る
か
に
つ

い
て
、
ま
だ
明
確
な
部
分
が
な
く
、

今
後
そ
の
方
針
に
当
た
る
も
の
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い

う
の
を
明
確
に
し
て
、
教
育
委
員
と

共
通
理
解
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
形
骸
化
と
い

う
こ
と
の

な
い
よ
う

に
し
っ
か

り
進
め
て

い
き
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
取
り
組
み
、
在
り
方
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
入
札 

よ
り
透
明
性
・
専
門
性
を

あ
さ
の  

え
く
こ  

議
員

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小こ
も
り
や

森
谷  

さ
や
か  

議
員

答
弁

答
弁

答
弁

　
教
育
委
員
会
、
よ
り
活
発
な
議
論
を
！

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

首長

教育長 教育委員

事務局

【教育委員会】 任命

指揮・監督

《教育長・教育委員・首長・事務局の関係》

答
弁

質
問

＊レイマン：教育の専門家や行政官ではない住民

＊
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こ
の
ほ
か
、つ
く
ば
市
未
来
構
想・

戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
に
つ
い
て

い
う
こ
と
で
、
半
年
間
空
白
が
で
き

ま
す
。
そ
の
理
由
と
周
知
方
法
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　
　

市
民
な
ど
の
意
見
か
ら

コ
ー
ス
や
バ
ス
停
留
所
位
置
な
ど
を

検
討
、
警
察
お
よ
び
土
木
事
務
所
と

事
前
調
整
、
つ
く
ば
市
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
審
議
、
承
認
後
に
国

土
交
通
省
へ
運
行
認
可
申
請
す
る
流

れ
と
な
り
、
車
両
購
入
や
運
行
事
業

者
選
定
な
ど
も
あ
る
の
で
、
10
月
か

ら
の
開
始
予
定
で
す
。
区
会
回
覧
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
支
線
型
バ
ス
車

内
、
バ
ス
停
留
所
で
周
知
し
ま
す
。

本
格
運
行
の
開
始
に
当
た
り
、
地
区

説
明
会
を
実
施
し
、
周
知
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
制
度
に
つ

い
て
、
学
校
給
食
の
在
り
方
懇
談
会

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
茎
崎
・
筑
波
地
区
実
証
実
験
バ
ス
の
今
後
は
？

黒く
ろ
だ田　

健け
ん
す
け祐　

議
員

に
対
し
、
平
日
利
用
者
平
均
は
第
１

コ
ー
ス
０
・
２
人
、
第
２
コ
ー
ス

０
・
19
人
、
第
３
コ
ー
ス
０
・
96
人
、

第
４
コ
ー
ス
０
・
33
人
で
し
た
。
最

も
利
用
者
が
多
い
筑
波
山
神
社
経
由

の
第
３
コ
ー
ス
は
、
高
齢
化
率
の
高

さ
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
10
月

本
格
運
行
予
定
で
す
。
コ
ー
ス
沿
線

各
地
区
内
で
の
よ
り
細
か
な
運
行
や
、

新
た
に
医
療
施
設
を
発
着
点
に
す
る

な
ど
、
日
常
生
活
で
利
用
し
や
す
い

支
線
交
通
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
筑
波
地
区
で
は
新
た
な
バ

ス
の
本
格
運
行
開
始
が
10
月
か
ら
と

　
　
　
　
令
和
２
年
度
主
要
施
策
の

成
果
及
び
予
算
執
行
の
実
績
報
告
書

か
ら
も
飼
い
犬
頭
数
の
増
加
が
見
て

取
れ
、
人
間
と
ペ
ッ
ト
の
関
係
性
に

お
け
る
価
値
観
も
一
昔
前
と
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
行
政

と
し
て
広
々
と
し
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
ま
ち
の
価
値
を

高
め
る
の
で
、
価
値
創
出
と
い
う
点

か
ら
も
前
向
き
な
検
討
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 つ

く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
検
証
結
果
と
今
後
の
対
応

方
針
お
よ
び
具
体
的
な
実
施
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
茎
崎
地
区
路
線
バ
ス
運
行

実
証
実
験
事
業
は
、
１
日
当
た
り
の

平
均
利
用
者
数
68
人
と
、
当
初
計
画

の
44
・
８
人
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
本
格
運

行
予
定
で
す
。
路
線
バ
ス
運
賃
補
填

実
証
実
験
事
業
は
、
１
日
当
た
り
の

利
用
者
数
が
実
証
実
験
開
始
前
か
ら

増
え
ず
、
終
了
し
ま
す
。
筑
波
地
区

支
線
型
バ
ス
実
証
実
験
事
業
は
、
当

初
計
画
の
利
用
者
１
便
当
た
り
２
人

　
　
　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
対
す
る
需

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

市
営
施
設
と
し
て
つ
く
ば
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
内
と
民
間
施
設
と
し
て
10

カ
所
程
度
が
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
人
口
増
加
に
伴
い
、

犬
の
登
録
頭
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て

の
市
民
ニ
ー
ズ
や
民
間
事
業
者
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

皆み
な
が
わ川　
幸ゆ
き
え枝　

議
員

質
問

質
問

要
望

答
弁

答
弁

の
業
務
補
助
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
、
現
場
を
負
担
に
追

い
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
つ

ず
つ
改
善
し
な
が
ら
、
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
少
し
で
も
仕
事

を
し
や
す
い
、
安
心
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、多
様
な
学
び
の
場（
特

別
支
援
・
不
登
校
・
帰
国
子
女
外
国

人
）
の
整
備
、
子
ど
も
食
堂
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
寄
り
添
っ
て
！

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
中
、
私
た
ち
の
日
々
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
て
は
、
御

自
身
お
よ
び
御
家
族
の
感
染
の
リ
ス

ク
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
最
前
線

で
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
少
し
で
も
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
優
先
接
種
や
医
療
物
資
な
ど

の
提
供
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
宿
泊
療
養

公
明
党
つ
く
ば

つ
く
ば
自
民
党
・

新
し
い
風

　
　
　
　

医
療
・
児
童
・
障
害
者
・

介
護
な
ど
の
福
祉
施
設
で
は
利
用
者

や
、
職
員
の
間
で
感
染
者
が
出
る
こ

と
で
人
手
不
足
や
休
園
・
休
所
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
支
援
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
さ
ん
の
現
状
を
直
視
し
て

く
だ
さ
い
。
制
度
上
で
は
で
き
る
こ

と
に
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

県
だ
国
だ
と
言
わ
ず
に
ま
ず
、
寄

り
添
っ
て
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
守
る

こ
と
は
、
市
民
を
守
る
こ
と
に
通
じ

ま
す
。
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

山や
ま
も
と本　
美み

わ和　
議
員

質
問

答
弁

広報広聴委員
委  員  長 黒田　健祐

副委員長 高野　文男

委　　員 小村　政文

委　　員 宮本　達也

委　　員 山中　真弓

委　　員 神谷　大蔵

委　　員 皆川　幸枝

委　　員 山本　美和

議会事務局議会総務課 029-883-1111（内線 6110・6120・6130）

傍聴

される方への

お願い

▶ 必ずご自宅で検温をお願いします。
　 発熱・咳などの症状がある方や体調の 
　 優れない方は傍聴をご遠慮いただくよ
　 うお願いします。
▶ マスクの着用をお願いします。
▶ 傍聴受付の消毒液を活用してください。

当面の間、傍聴できる人数は、24 名
までとさせていただいております。

市
議
会

ペ
ー
ジ

議会中継

映像配信

▶ 本会議（定例会・
　 臨時会）の開催時間
　 は生中継をご覧いた
　 だけます。
▶ 本会議開催日ごとに、
　 ３日後（休日を除く）
　 から録画映像を視聴
　 することができます。
※ 委員会は配信してい
　 ません。

録
画
放
映

ペ
ー
ジ

質
問

答
弁
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【
議
案
第
９
号
】
令
和
４
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
土
木
費　
公
園
建
設
に
要
す

る
経
費
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整

備
工
事
に
関
し
、
そ
の
場
所
と
規
模
に

つ
い
て

　
　
　
　
場
所
は
流
星
台
の
さ
く
ら
運

動
公
園
北
側
隣
接
地
を
、
規
模
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
約
４
５
０
平
方
㍍
を
予

定
し
て
い
る
。
使
用
可
能
と
な
る
予
定

時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
開
設
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
土
木
費　
学
園
地
区
市
街
地

振
興
に
要
す
る
経
費
の
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
公
共
施
設
改
修
工
事
に
つ
い

て
　
　
　
　

詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

現
在
、
実
施
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い

る
。
実
施
設
計
を
令
和
４
年
５
月
ま
で

に
行
っ
た
後
、
発
注
手
続
を
進
め
、
秋

に
は
議
会
の
議
決
を
経
て
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
中
に

一
部
を
オ
ー
プ
ン
し
、
全
て
の
オ
ー
プ

ン
は
令
和
６
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
案
第
26
号
】
つ
く
ば
市
都
市
計
画

法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可

等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て　
外
６
件

　
　
　
　
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
質
疑
、
自
由
討
議
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
つ
、
疑
問
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
提

供
す
る
。
五
つ
目
の「
文
化
財
展
示
室
」

で
は
、
文
化
財
課
と
連
携
し
て
、
学
校

の
設
備
を
利
用
し
て
文
化
財
を
展
示

し
、
地
域
に
あ
る
歴
史
・
文
化
と
大
地

の
つ
な
が
り
を
深
掘
り
で
き
る
施
設
に

す
る
。
こ
の
施
設
で
得
た
ヒ
ン
ト
を
持

ち
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド

で
新
た
な
疑
問
を
見

つ
け
た
場
合
に
は
展

示
施
設
に
戻
り
そ
の

疑
問
に
対
し
て
深
掘

り
し
て
い
く
よ
う
な

流
れ
を
作
り
た
い
。

　【
請
願
４
第
１
号
】
つ
く
ば
中
央
警
察

署
跡
地
の
利
活
用
推
進
に
関
す
る
請
願

書
　
　
　
　
▼
審
査
結
果
＝
採
択
す
べ
き

　
　
　
　
県
で
の
小
規
模
企
業
振
興
な

ど
に
向
け
た
動
向
や
現
在
の
経
済
状

況
、
商
工
会
を
中
心
と
し
た
中
小
企
業

の
状
況
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
市
や
市

議
会
と
し
て
、
県
全
体
の
発
展
と
市
の

経
済
活
性
化
の
た
め
の
場
と
し
て
活
用

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
疲
弊
化
し
厳
し
い
状
況
の
地

場
産
業
を
振
興
さ
せ
る
産
業
会
館
が
で

き
れ
ば
、
市
の
新
た
な
商
工
業
振
興
に

非
常
に
役
立
て
ら
れ
る
と
考
え
る
。
市

だ
け
で
は
非
常
に
負
担
と
な
る
た
め
、

県
が
主
体
で
産
業
会
館
を
作
る
こ
と
を

働
き
か
け
、
当
該
地
に
立
て
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
た
め
の
努
力
を
当
委
員
会

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

【
議
案
第
18
号
】
つ
く
ば
市
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
問
題
提
起
を
し
て
き

た
。
育
児
休
業
が
取
得
で
き
て
、
継
続

的
な
雇
用
が
で
き
る
の
は
、
大
き
な

一
歩
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
弱
い
立
場
で
あ
る
た
め
、
正
職
員
以

上
に
保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
継
続
し
て
雇
用
が
保
障
さ
れ
る
よ

う
な
制
度
を
、
今
後
も
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　

【
議
案
第
９
号
】
令
和
４
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
教
育
費　
不
登
校
児
童
生
徒

学
習
支
援
に
要
す
る
経
費
に
関
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
や
評
価
、
新
年
度

の
事
業
予
定
、
事
業
実
施
場
所
に
つ
い

て
　
　
　
　
公
平
性
を
確
保
し
、
よ
り
効

果
的
で
充
実
し
た
支
援
事
業
を
展
開
し

た
い
と
考
え
、
形
式
や
経
験
実
績
を
持

つ
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
行
っ
た
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

実
証
事
業
の
事
業
者
か
ら
報
告
や
話
を

聞
い
て
継
続
す
べ
き
事
業
と
判
断
し
て

【
議
案
第
９
号
】
令
和
４
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
総
務
費　
統
計
・
デ
ー
タ
利

活
用
の
推
進
に
要
す
る
経
費
に
関
し
、

①
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
活
用
支
援
業

務
委
託
料
、
②
市
民
意
識
調
査
業
務
委

託
料
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
①
庁
内
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ

ム
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
立
案
の

基
盤
と
し
て
、
各
課
な
ど
が
保
有
す
る

デ
ー
タ
を
庁
内
で
広
く
共
有
し
、
デ
ー

タ
を
分
野
横
断
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
、
検

索
や
プ
レ
ビ
ュ
ー
機
能
、
マ
ッ
プ
表
示

機
能
を
有
し
た
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
サ
イ

ト
で
あ
る
。
今
回
の
委
託
料
は
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
係
る
使
用
料
、
保
守
、
運

用
に
関
す
る
経
費
、
運
用
サ
ポ
ー
ト
に

関
す
る
経
費
を
想
定
し
て
い
る
。
②
市

民
意
識
調
査
は
、
市
政
に
対
す
る
市
民

満
足
度
、
市
民
意
見
を
把
握
す
る
た
め

に
２
年
に
一
度
実
施
す
る
も
の
で
、
直

近
で
は
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
。
第

２
期
戦
略
プ
ラ
ン
の
各
施
策
の
成
果
指

標
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
隔
年
の
調
査
で
は
進
捗
管
理
が

困
難
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
間
の
年
に

調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
今
回
予
算
を

計
上
し
た
。

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

　

3
月
定
例
会
に
て
、
４
常
任
委
員
会
お
よ
び
予
算

決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
36
件
を
審
査

す
る
た
め
、
委
員
会
・
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

検
証
前
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

は
、
各
事
業
者
の
強
み
を
出
し
て
も
ら

う
た
め
総
合
的
に
評
価
し
た
。
令
和
４

年
度
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
決
定
の
事
業

者
に
委
託
し
、
入
所
や
学
習
内
容
な
ど

を
市
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
月
１
回

連
絡
協
議
会
を
行
う
予
定
で
、
保
護
者

と
の
連
携
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、

今
回
の
課
題
も
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い

く
。
３
年
間
の
委
託
で
通
所
す
る
児
童

生
徒
数
は
40
人
を
予
定
し
て
お
り
、
指

導
員
の
人
数
配
置
は
、
児
童
生
徒
の
希

望
を
聞
い
て
か
ら
事
業
者
に
柔
軟
に
対

応
し
て
も
ら
う
。
新
規
事
業
者
は
、
同

事
業
者
が
昼
間
は
使
わ
な
い
研
究
学
園

駅
前
複
合
ビ
ル
１
階
の
個
別
指
導
教
室

で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
場
所
の

広
さ
は
む
す
び
つ
く
ば
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
教
室
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
現
場
で

具
体
的
に
話
せ
て
お
ら
ず
、
指
摘
事
項

を
検
討
し
た
上
で
今
後
事
業
者
と
相
談

す
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
議
案
第
20
号
】
つ
く
ば
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て　
外
５
件

　
　
　
　
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
質
疑
、
自
由
討
議
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

質
疑

議案詳細

【
議
案
第
９
号
】
令
和
４
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
商
工
費　
ジ
オ
パ
ー
ク
中
核

拠
点
施
設
整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
に

関
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
中
核
拠
点
施
設
整

備
事
業
の
展
示
物
の
内
容
と
目
的
に
つ

い
て

　
　
　
　
旧
筑
波
東
中
学
校
の
教
室
棟

西
側
部
分
１
階
を
主
に
展
示
ス
ペ
ー
ス

に
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
五
つ
の
部
屋
に

分
け
る
。
施
設
全
体
の
テ
ー
マ
は
「
人

と
ジ
オ
パ
ー
ク
と
未
来
を
つ
な
ぐ
」
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
に
気
づ
く

き
っ
か
け
と
な
る
展
示
、
さ
ら
に
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
空
間

作
り
を
目
指
す
。一
つ
目
の
展
示
の「
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
地
域

資
源
や
身
近
な
疑
問
を
紹
介
し
、
二
つ

目
の
「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
な
が
ら
、

楽
し
み
な
が
ら
、
体
験
を
通
し
て
、
身

近
な
疑
問
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て

い
く
展
示
を
し
て
い
き
た
い
。
三
つ
目

の「
大
地
の
ラ
イ
ブ
ス
タ
ジ
オ
」で
は
、

ラ
イ
ブ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
ジ
オ
ガ

イ
ド
や
研
究
者
の
ラ
イ
ブ
解
説
や
バ
ー

チ
ャ
ル
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
地
域
資
源
と
大
地
の
成

り
立
ち
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
映
像

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
た
い
。
四
つ
目

の
「
発
信
発
見
ラ
ボ
」
で
は
ジ
オ
パ
ー

ク
専
門
員
が
常
駐
す
る
予
定
で
、
顕
微

鏡
・
体
験
学
習
キ
ッ
ト
・
水
路
実
験
装

置
な
ど
を
使
用
し
、
岩
石
・
鉱
物
の
観

察
や
川
の
蛇
行
し
て
い
る
理
由
を
実
験

質
疑

質
疑

質
疑

意
見

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

総
務
分
科
会

総
務
委
員
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
委
員
会

市
民
経
済
分
科
会

市
民
経
済
委
員
会

都
市
建
設
分
科
会

意
見

意
見

質
疑

答
弁都

市
建
設
委
員
会

ジオパーク拠点展示イメージ
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関
し
て
市
民
要
望
の
一
部
が
実
現
さ

れ
て
い
る
点
は
評
価
す
る
も
の
の
、

最
近
の
市
長
の
市
政
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
多
々
問
題
を
感
じ
て
お
り
、

そ
れ
が
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
予
算
案

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

ら
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
こ

と
を
最
重
要
課
題
と
し
つ
つ
、
市
民

と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
必
要
な
経
費
が
予
算
化
さ
れ

て
お
り
、
特
に
つ
く
ば
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
構
想
は
、
先
端

技
術
と
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
に

よ
り
、
市
民
の
つ
な
が
り
を
力
に
し

て
、
地
域
が
抱
え
る
社
会
課
題
を
克

服
し
、
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
理
解
し
て
い
る
。
必
要
な
事
業

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

目
線
に
立
ち
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
必
要
不
可
欠
な
予

算
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
効
果
的
に
配
分

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
賛
成
す

る
。
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令
和
４
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
な
ど
に

と
、
見
直
し
前
の
工
事
計
画
と
変
わ

ら
な
い
金
額
で
あ
っ
た
。
執
行
部

か
ら
は
、
追
加
工
事
が
あ
り
、
設
計

も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
工
事
の
詳
細
な
説
明

は
な
く
、
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
も
そ
も
詳
細
設
計
が
終

わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

工
事
費
を
計
上
す
る
こ
と
自
体
問
題

で
、
根
拠
と
な
る
資
料
を
示
し
、
納

得
い
く
説
明
を
し
た
上
で
予
算
計
上

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
本
議
案
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
契
機

に
顕
在
化
し
た
課
題
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、子
育
て
の
た
め
の
環
境
整
備
、

具
体
的
に
は
青
い
羽
根
学
習
会
な
ど

の
事
業
拡
充
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の

配
置
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
大
幅
増
員
な
ど
、
市
独
自
の

事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

大
き
く
評
価
す
る
。

セ
ン
タ
ー
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
改
選
前

の
特
別
委
員
会
で
の
提
言
を
踏
ま

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て

き
た
。
次
年
度
か
ら
、
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
公
共
施
設
の
改
修
が
始
ま

る
た
め
、
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
詳

細
設
計
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
、

予
算
化
は
不
適
切
と
い
う
指
摘
が
同

僚
議
員
か
ら
あ
っ
た
が
、
遅
れ
て
い

る
事
業
を
速
や
か
に
進
め
る
、
そ
し

て
必
要
な
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め

に
は
、
当
初
予
算
で
の
計
上
が
必
要

と
い
う
説
明
を
聞
い
て
お
り
、
こ
れ

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
促
進

補
助
事
業
は
、
賃
貸
用
共
同
住
宅
の

所
有
者
が
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
場
合
の
費
用
の
一
部
と
し
て
、
１

件
当
た
り
設
置
費
用
の
２
分
の
１
で

５
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、年
間
50
件
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
当
初
予

算
は
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
外
来
マ

ル
福
が
、
他
の
市
町
村
か
ら
は
大
き

く
遅
れ
た
も
の
の
拡
大
さ
れ
、
新
生

児
聴
覚
検
査
へ
の
一
部
助
成
や
不
妊

治
療
、
不
育
症
へ
の
補
助
の
拡
大
な

ど
市
民
要
望
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
し
か
し
、
最
近
の
市
政

の
進
め
方
に
は
問
題
を
感
じ
て
い

る
。セ

ン
タ
ー
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
市
民
要
望
で
工
事
が
大

幅
に
見
直
さ
れ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

２
基
、
ス
ロ
ー
プ
、
ノ
バ
ホ
ー
ル
１

階
通
路
の
壁
の
取
り
壊
し
、
セ
ン

タ
ー
広
場
壁
面
の
改
修
な
ど
の
工
事

が
な
く
な
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
の
セ
ン
タ
ー
広
場
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
う
工
事
費
は
約
９
億
円
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家
計
急
変
世
帯
の
給
付
要
件

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
世
帯
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
令
和

３
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま
で
の

任
意
１
カ
月
の
収
入
に
12
を
乗
じ
た
金

額
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
相
当
額
に
な

る
。
手
続
き
は
、
給
与
明
細
書
な
ど
収

入
が
分
か
る
書
類
と
収
入
見
込
額
の
申

立
書
を
添
付
し
た
申
請
書
を
令
和
４
年

９
月
ま
で
に
、
福
祉
部
に
新
設
し
た
非

課
税
世
帯
等
給
付
金
室
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
と
な
る
。
Ｄ
Ｖ
避
難
者
の
要
件

は
、
令
和
３
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
ま
た
は
家
計
急
変
世
帯
の
要
件
と

同
じ
で
あ
り
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
加
害
者
の
被
扶
養
者

も
受
給
で
き
る
。
手
続
き
は
、
Ｄ
Ｖ
避

難
者
と
証
明
す
る
保
護
命
令
決
定
書
な

ど
を
添
付
し
た
申
請
書
を
令
和
４
年
９

月
ま
で
に
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
室
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
と
な
る
。
な
お
、
住

民
票
登
録
地
以
外
に
住
ん
で
い
る
場
合

も
、
申
し
出
に
よ
り
現
在
住
ん
で
い
る

市
町
村
へ
申
請
で
き
る
。
周
知
方
法
は

い
ず
れ
も
、
広
報
つ
く
ば
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
の
掲

載
、
区
会
回
覧
、
窓
口
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。

࣭
ٙ
ɾ
౼


令
和
４
年
１
月
18
日
に
開
催
し
、
議
案
１

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
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令和４年第̍ճྟ࣌会議案等議決結果一覧
案　件　名 議決結果

【議案第 1 号】　令和３年度つくば市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

࣭
ٙ 第

１
回
臨
時
会

議案等番号

つくば自民党・新しい風 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク 公明党つくば 創生クラブ 日本共産党

つくば市議団 つ 清 山 新

長
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史
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岡
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和
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議決結果・賛否

11

第 171 号　令和４年（2022 年）5月 1日

案　件　名 議決結果
【議案第２号】　  令和３年度つくば市一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決

【議案第３号】　  令和３年度つくば市一般会計補正予算（第 12 号） 原案可決

【議案第４号】　  令和３年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

【議案第５号】　  令和３年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　　　　  （第２号） 原案可決

【議案第６号】　  令和３年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

【議案第７号】　  令和３年度つくば市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

【議案第８号】　  令和３年度つくば市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

【議案第９号】　  令和４年度つくば市一般会計予算 原案可決

【議案第 10 号】　令和４年度つくば市国民健康保険特別会計予算 原案可決

【議案第 11 号】　令和４年度つくば市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

【議案第 12 号】　令和４年度つくば市作岡財産区特別会計予算 原案可決

【議案第 13 号】　令和４年度つくば市等公平委員会特別会計予算 原案可決

【議案第 14 号】　令和４年度つくば市介護保険事業特別会計予算 原案可決

【議案第 15 号】　令和４年度つくば市水道事業会計予算 原案可決

【議案第 16 号】　令和４年度つくば市下水道事業会計予算 原案可決

【議案第 17 号】　つくば市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 18 号】　つくば市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
　　　　　　　   例について 原案可決

【議案第 19 号】　つくば市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
　　　　　　　   関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 20 号】　つくば市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 21 号】　つくば市建築関係手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 22 号】　つくば市産婦人科施設開設支援事業助成金の交付に関する条
　　　　　　　   例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 23 号】　つくば市立児童館条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 24 号】　つくば市福祉支援センター条例の一部を改正する条例につい
　　　　　　　   て 原案可決

【議案第 25 号】　つくば市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 26 号】　つくば市都市計画法の規定に基づく開発行為の許可等の基準
　　　　　　　   に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

令 和 ４ 年 ３ 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧
案　件　名 議決結果

【議案第 27 号】　つくば市水道事業及び下水道事業設置等条例の一部を改正す
　　　　　　　   る条例について 原案可決

【議案第 28 号】　つくば市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 29 号】　つくば市市民利用会議室条例について 原案可決

【議案第 30 号】　市道路線の認定について 原案可決

【議案第 31 号】　市道路線の廃止について 原案可決

【議案第 32 号】　市道路線の変更について 原案可決

【議案第 33 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 34 号】　令和４年度つくば市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

【議案第 35 号】　工事請負契約の締結について 原案可決

【議案第 36 号】　損害賠償額の決定及び和解について（追認） 原案可決

【議案第 37 号】　つくば市行政組織条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 38 号】　つくば市教育委員会委員の任命について 同　意

【議案第 39 号】　つくば市等公平委員会委員の選任について 同　意

【議案第 40 号】　つくば市オンブズマンの任命について 同　意

【議案第 41 号】　つくば市オンブズマンの任命について 同　意

【議案第 42 号】　つくば市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

【諮問第１号】　  人権擁護委員候補者の推薦について 適　任

【諮問第２号】  　人権擁護委員候補者の推薦について 適　任

【諮問第３号】　  人権擁護委員候補者の推薦について 適　任
委員会提出議案 議決結果

【委第 1 号議案】　つくば市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決
請　　　願　 議決結果

【請願４第 1 号】　つくば中央警察署跡地の利活用推進に関する請願書  採　択
意見書・決議 議決結果

【決議案第 1 号】　ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議 原案可決

報　告　案　件　   　
【報告第１号】　専決処分事項の報告について

【報告第２号】　専決処分事項の報告について

【報告第３号】　専決処分事項の報告について

議案の審議状況
と議決結果

請願一覧 意見書・
決議一覧

詳細は QR コードからご覧いただけます。

議案等番号

つくば自民党・新しい風 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク 公明党つくば 創生クラブ 日本共産党

つくば市議団 つ 清 山 新
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議案第３号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第９号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 11 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 14 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 17 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

 　 ※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わりません。
　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　清＝清郷会　山＝山中八策の会　新＝新社会党つくば

令和４年３月定例会議員賛否一覧（議案などに対して賛否の分かれたものを、議員からの申し出に基づき掲載しています。）
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第 171 号　令和４年（���� 年）̑月̍日 ಛ　ू

市議会議員との意見ަ会を
ΦϯラΠϯͰ։࠵しました

ճʮ第࣍ 17� 号ʯは令和４年（���� 年）̔月̍日（月）にൃߦの༧定Ͱす。

高Τネݚೆଆະར༻

にؔすΔௐࠪಛผ委員会

૯合ӡಈ公Ԃ建設計画͕നࢴఫճ͞Ε、長いؒ
ະ利用ͱͳͬていた高ΤωϧΪー加ߏػڀݚث
ೆଆの地の利用ํ͕決定͠、ࡏݱ、つくば市
は事業者の公ืを行ͬています。͜Εまでの議会
特別委員会でのܦաについて報告͠ます。

位 置 図

⾼エネ研南側未利⽤地

⾼エネルギー加速器研究機構

⼤穂窓⼝センター

いちはら病院

⼤穂交流センター

⼤穂保健センター

- 9 -

˛ ᶄఏݴ書 ˛ ᶅ利用ํ˛ ᶃ中ؒ報告

クラΠφਓಓػةに対すΔٹԉ金を
しましたد

つくば市議会では、ઓಆ͕ܹԽ͠ているウクライナの人
道支援のたΊ、つくば市議会議員͔Βٹ援金をืり、令和４
年４݄ 11 にຊेࣈ社にد付͠ま͠た。

これまͰのܦҢ

 2019 年（令和ݩ年）  
 9�2710�1011�712�19  特別委員会を設置͠、͜ΕまでのܦҢɾ事業計画ͳͲについて市長͓よびࣥ行部ͱҙݟ交

 2020 年（令和 2 年）
 2�93�169�18　  委員άϧーϓσΟεΧοシϣンを࣮施、ҙݟをཧ͠、中ؒ報告（্ه 23 ίーυᶃ）

　���� 年 11 月վબ

 2021 年（令和 3 年）
 2�32�19

 ֤会派͔Βの࣭問ఏग़、ࣥ行部よりճ
 地のશ部ച٫ɾ一部公ڞ一部ച٫活用ɾશ部公ڞ活用の 3 ͔Β、作業部会でఏݴ（案）をڠ議 
 ɾ作成͠、委員会で利活用のํੑのఏݴを決定する͜ͱで合ҙ

 2�24�5�25  作業部会 7 ճͱ委員会 1 ճを開࠵

 6�8  αウンσΟンάௐ査結Ռの追加報告、ఏݴ書（案）についてݕ౼ɾڠ議

 6�186�22  ఏݴ書を֬定
 議会ఏݴ༰は市議会ϗーϜϖージにه্）ࡌܝ 23 ίーυᶄ）

 11�1111�30  高Τωݚೆଆະ利用地地利用ํ（案）についてのઆ໌ɾڠ議
 市民આ໌会ɾύブϦοクίϝンτ࣮施についての報告

 2022 年（令和４年）　
 1�11

 市民આ໌会ɾύブϦοクίϝンτでの市民ҙݟを౿ま͑、
 ࣥ行部よりम正͠た「高Τωݚೆଆະ利用地地利用ํ」についてઆ໌（্ه 23 ίーυᶅ）

令和３年度議会報告会のҙݟ交会は、
新ܕίロナウイϧεײછ֦େ止の؍͔
Β、つくば市議会でॳのࢼΈͱͳる̬̗̚
会議πーϧ「̯̼̾̾」を用͠たオンラ
インにて、令和４年１݄ 22 に開͠࠵ま
͠た。
　いたͩいた࣭問のճ
は、ࠓ後つくば市議会ϗ
ーϜϖージにࡌܝする予
定です。 ˛ 令和３年度

　 議会報告会




